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2019年度の高齢者見守り事業では、NPOのご協力をいたださ、1¬ 月13日

(水)及び16日 (土)に認知症講演会を開催しました。

講演会では、『知つて安心認知症』という阿田市の作成したテキストを使い、
認知症当事者の方にもご参加いただき、どのような支援があれば生活を継続で
きるのん`を勉強しました。

認知症になつても地域で暮らしていくには、単に認知症の人にやさしい人が

多いということではなく、認知症のことをジプンゴトとして捉え、困ったとさ
に寄り添い、そっと手をさしのべてくれる人がいる、困らないような工夫がさ

れていることが重要ですもこのような地域をめざし、お今後も取り組みを進め
て参ります。

8乍年十よ岡田第二地区内で窃器等の犯罪が複数発生して

しまいました。これを受|す、地区金体で[万犯への取り

組みを進めるため、地区協議会独自の[方犯看板を

作成しました。

この看板をより有効に使うために、まずは地域

の'由

Lさんでお住まいの地区の[万犯点検をして

いただき、危険な場所を見つ |すてください。

そのような場所に,方犯看板の設置を

進めていさたいと考えています。
L白ヒ様のご協力をよろしくお願いします。
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警視庁子ども・女性の安全対策に関す   発生場所別の被害時亥」の状況 (未就学児童・小学生)

る有識者研究会の提言書に未就孝児童や
」ヽ学生が犯罪被害にあう場所 。時亥」が右
のグラフで示されています。   I
犯罪被害件撫|よ、¬3時頃から急に増え

始め、16時でピーてフとなり、178寺台ま
で、道路、公園、住宅内の具用部分 (エ レ
ベーター、廊下、階段や敷地肉など)等に
おいて高くなつています。この時間帯に
見雪りや[万必巳ノヽ トロールをイτうことが子  ※平成24年から平成28年までに警視庁で認知した件数による。

どもたちの安全

`窪

保に繋がります。
田丁田第二地区協議会で |よ、下校時の兒雪り活動を広 |ず るため、昨年 7月 ¬7日、¬2月 ¬¬日の午

後に下校時いつせしヽ見守りを実施しました。 (3月 11日 にも新定していましたが、新型コロナウィ
ルスの感染,万止のため孝本父

~が
臨時体校となつたため実施しませんでした。)

子どもたちの安全を確保するために下校時の兒雪り活動にご協力をお願しヽします。
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町田第二地区協議会構成団体

町田第二地区町内会・自治会連合会、青少年健全育成地区委員会 (町

田中央・羽木せB予 。本町コ・薬師地D、 民生委員児麓委員協議会 (町田

第一 。町岡第二地区)、 町岡第う小学校、町田第コ 朝ヽ欠 町田第四

小学校(本町田東小剖医 本町田′Jヽ学校、藤の台小学校、町日第一中

学校く薬師中学校(町田高等学庶 町岡第1・ 町田雛 支援セン

タヽ 町田市消防団第1分回、町田       、町困デザイン専
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地区協議会とは

地域住民の生活全般に関わつている町内会・自治会連合

会と、民生委員児童委員協議会、青少年健全育成地区委

員会の他、教育・福祉・防犯・防災等の多様な専門分野
で活躍する地区内の各種団体が一つのテーブルに集ま

り、地区の情報を共有し、地区の課題について話し合
い、取り組むべき事業を自ら選択し、実施するための組

織です。


